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の
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ツ
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合
戦！～

第
1
7
回
西
日
本
雪
合
戦
大
会
～

も
う
お
済
み
で
す
か
？
確
定
申
告

町
営
バ
ス
の
時
刻
表
を
改
正
し
ま
す

被
災
地
派
遣
職
員
体
験
記
録

w
a

k
a

s
a

 
2

0
1

2
第
17回
西
日
本
雪
合
戦
大
会

第
17回

西
日
本
雪
合
戦
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
白
銀
の

コ
ー
ト
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
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Ａリーグ優勝　岐阜ＫＣＹ Ｅリーグ優勝　ＴＥＡＭイシダ

コスチューム賞　 米トンネルぶち抜会 フラッグ賞　Ｗｅｓｔレンジャーズフラッグ賞　とのまるくん

ジュニアの部優勝　若桜サムライナイン レディースの部優勝　ＴＦＡレディース

フラッグ賞　大正少年ライオンズ１ コスチューム賞　♡ＪＯＹＩＮＧ♡かわいかったで賞　スノーサンダーズ

ボランティアスタッフの皆様のご協力により、大会を盛大に終えることができました。
心より感謝申し上げます。

　

第
17
回
西
日
本
雪
合
戦
大
会
を
、
2

月
11
日(

土)

と
12
日(

日)

の
2
日
間
、

若
桜
町
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
も
雪
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か
ら

54
チ
ー
ム
、
約
６
０
０
人
の
選
手
と
応

援
団
が
集
ま
り
、
白
銀
の
コ
ー
ト
で
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一

般
の
部
Ａ
リ
ー
グ
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、

北
海
道
壮そ

う

瞥べ
つ

町
で
開
催
さ
れ
る
、
第
24

回
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

各
部
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
フ
ラ
ッ
グ
賞
は
、
優
れ
た
デ

ザ
イ
ン
の
フ
ラ
ッ
グ
を
作
っ
た
チ
ー
ム

に
、
ま
た
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
賞
は
コ
ー

ト
内
で
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
チ
ー
ム

ウ
ェ
ア
の
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
賞
で

す
。

一般の部　Ａリーグ　　　　　　
優　　　勝　　　岐阜ＫＣＹ（岐阜県）
準　優　勝　　　神在（島根県）
３　　　位　　　十勇士（米子市）
３　　　位　　　ＳＪ松江（島根県）

一般の部　Ｅリーグ
優　　　勝　　　ＴＥＡＭイシダ（倉吉市）
準　優　勝　　　船岡野球部精鋭部隊（八頭町）
３　　　位　　　パワフルれんじゃーず（鳥取市）
３　　　位　　　Ｗｅｓｔレンジャーズ（鳥取市）
コスチューム賞　 米トンネルぶち抜会（鳥取市）
フラッグ賞　　　とのまるくん（鳥取市）
フラッグ賞　　　Ｗｅｓｔレンジャーズ（鳥取市）

ジュニアの部
優　　　勝　　　若桜サムライナイン（若桜町）※ 2連覇
準　優　勝　　　がんばりマスターズ（若桜町）
３　　　位　　　世紀ドントマンズＡ（鳥取市）
３　　　位　　　美和神戸スポーツ（鳥取市）
フラッグ賞　　　大正少年ライオンズ１（鳥取市）
かわいかったで賞　スノーサンダーズ（岡山県）

レディースの部
優　　　勝　　　ＴＦＡレディース（鳥取市）※ 2連覇
準　優　勝　　　ポレポレキッズ☆（鳥取市）
３　　　位　　　♡ＪＯＹＩＮＧ♡（鳥取市）
３　　　位　　　ゆきんこちゃん（岡山県）
コスチューム賞　♡ＪＯＹＩＮＧ♡（鳥取市）

平成24年３月 2

雪
上
の
ス
ポ
ー
ツ　

雪
合
戦
！

雪
上
の
ス
ポ
ー
ツ　

雪
合
戦
！

　 
～ 
第
17
回
西
日
本
雪
合
戦
大
会 

～  
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平成24年４月１日から

町営バスの時刻表を改正します

小中一貫校「若桜学園」の開校により、若桜学園前にバス停を新設するため、平成24年４月１日から
下記のとおり町営バスの時刻表を改正する予定です。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【落折・吉川線】

第９便第８便第７便第６便第５便第２便
便名

バス停

18：4217：3216：0013：2012：15－若桜駅発

－－16：02－－－ドリーミー

18：4817：3816：0913：2612：21－若桜学園前

19：00－16：2113：38－－吉 川

19：1217：5016：3313：5012：33－小 船

19：1717：5516：3813：5512：38－落折着

－17：5616：3913：5612：397：21落折発

－18：0１16：4414：0112：447：26小 船

－18：13－－12：567：38吉 川

－－－－－7：50若桜学園前

－18：3017：0114：1813：137：56若桜駅着

【 米線】

第９便第８便第７便第６便第５便第２便
便名

バス停

18：3916：2515：1213：1812：17－若桜駅発

18：4516：3115：1813：2412：23－若桜学園前

19：0016：4615：3313：3912：38－米

19：1216：5115：3813：4412：43－氷ノ山ふれあいの里着

－16：5215：3913：4512：44氷ノ山ふれあいの里発

－16：5715：4413：5012：497：17米

－－－－－7：32若桜学園前

－17：1716：0414：1013：097：38若桜駅着

※網掛け部分が改正となります。上記以外の便に変更はありません。

●日交バス鳥取駅行き（若桜車庫発14時10分）へ接続するため、 米線の第５便と第６便を６～７分早めます。

もうお済みですか？
確定申告 ☎

お問い合わせ先
税務課

（８２）２２３４
ＩＰ９（８２）２２３４

月 日 曜日 受付時間 場所 対象地域

３

５ 月
午前　９時～ 11時

中 原 分 館 須澄・岩屋堂・栃原
午後　１時～ 03時

６ 火
午前　９時～ 11時

中 原 分 館 中原・加地・大野
午後　１時～ 03時

７ 水
午前　９時～ 11時

中 原 分 館 小船・落折
午後　１時～ 03時

８ 木
午前　９時～ 11時 保健センター 赤松・来見野

　　 午後 申告受付なし

９ 金
午前　９時～ 11時

保健センター 香田・長砂・湯原・渕見
午後　１時～ 04時

12 月
午前　９時～ 11時

保健センター 大炊・岸野・糸白見・根安
午後　１時～ 04時

13 火
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

14 水
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

15 木
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日
午後　１時～ 04時

今後の確定申告相談日程

　所得税や町県民税の申告は３月15日（木）までです。
　期限を過ぎて申告されると加算税がかかったり、申告をされていないと国民健康保険税・
後期高齢者医療保険料などの軽減措置が受けられなくなったりします。
　まだ申告をされていない方は、期限までに必ずすませましょう。
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保
健
セ
ン
タ
ー

　山
根

　葉
子

　（
５
月
29
日
～
６
月
４
日
）

　

宮
城
県
石
巻
市
で
、
保
健
師

と
し
て
家
庭
訪
問
を
中
心
に
活

動
し
ま
し
た
。

　

家
庭
訪
問
を
す
る
に
あ
た

り
、
地
域
の
民
生
委
員
や
自
治

会
長
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と

で
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
に
対
し
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
相

談
や
支
援
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
は
様
々
な

生
活
習
慣
や
被
災
体
験
を
持
っ

た
方
々
が
共
同
生
活
を
し
て
お

ら
れ
、
精
神
的
に
も
不
自
由
な

生
活
が
続
い
て
い
る
実
態
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

話
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
被
災
者
の
方
々
と
ゆ
っ
く

り
お
話
し
が
で
き
、
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
関
係
機
関
が

連
携
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
成
果
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
５
日
間
で
し
た
。

産
業
観
光
課

　岡
﨑

　晋
相

　（
５
月
30
日
～
６
月
８
日
）

　

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
で

確
定
申
告
の
受
付
な
ど
、
税
務

関
係
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
で
は
、
役
場
職
員

か
ら
も
多
数
の
死
亡
者
が
出
て

お
り
、
行
政
機
能
は
混
沌
と
し

て
い
る
状
況
で
、
終
わ
り
の
見

え
な
い
作
業
に
無
力
感
、
脱
力

感
を
感
じ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
次
か
ら
次
へ
と
全

国
か
ら
駆
け
つ
け
る
支
援
者
の

方
々
の
必
死
な
姿
を
見
せ
つ
け

ら
れ
、
１
人
１
人
の
小
さ
な
力

が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

直
接
の
被
災
者
支
援
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ
く

被
災
さ
れ
て
い
る
南
三
陸
町
役

場
の
方
々
と
、
誰
も
先
が
わ
か

ら
な
い
中
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
働
か
せ
て
も
ら

い
、
同
じ
行
政
に
携
わ
る
人
間

と
し
て
非
常
に
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

町
土
整
備
課

　太
田

　昌
祐

　（
６
月
23
日
～
７
月
２
日
）

　

宮
城
県
石
巻
市
で
災
害
応
援

隊
員
と
し
て
、
避
難
所
の
運
営

支
援
業
務
に
携
わ
り
、
主
に
食

事
の
配
給
作
業
と
避
難
所
の
受

付
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
波
被
害
区
域
外
の
た
め
学

校
は
再
開
し
て
お
り
、
避
難
者

の
方
々
は
、
体
育
館
で
避
難
生

活
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た

ち
の
隊
は
、ヤ
ブ
蚊
対
策
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
を
窓
枠
に
張
り
、
網
戸
の

代
用
品
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

作
業
中
に
は
、
被
災
者
の

方
々
か
ら
、
私
た
ち
の
体
調
を

気
遣
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た

り
、
毎
日
同
じ
食
事
で
飽
き
る

で
し
ょ
う
と
果
物
を
お
裾
分
け

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
大
変
な

心
遣
い
を
う
け
ま
し
た
。ま
た
、

避
難
所
で
共
に
働
い
た
仲
間
と

は
、
現
在
も
連
絡
を
取
り
合
っ

て
お
り
、
人
と
人
と
の
絆
を
感

じ
続
け
て
い
ま
す
。

税
務
課

　岩
見

　
　聡

　（
９
月
20
日
～
10
月
６
日
）

　

南
三
陸
町
役
場
税
務
課
で
確

定
申
告
の
受
付
な
ど
の
業
務
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
を
見
た
私
の
感
想
は
、

本
当
に
何
も
な
い
の
一
言
で
し

た
。
建
物
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

基
礎
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
そ
れ
以
外
は
こ
こ
に
何
が

あ
っ
た
の
か
想
像
す
ら
で
き
な

い
状
況
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
が
今
で
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、
支

援
活
動
の
最
終
日
に
、
税
務
課

長
さ
ん
が
言
わ
れ
た
一
言
で

す
。「
今
の
南
三
陸
町
の
現
状

を
皆
さ
ん
の
地
域
の
方
に
あ
り

の
ま
ま
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
震

災
は
規
模
・
内
容
は
違
え
ど
、

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
と
思
い

ま
す
。
今
一
度
、
皆
さ
ん
の
地

域
で
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
尊
い
命
を
守
る
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。」

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

若
桜
町
で
は
、
義
援
金
や
支
援
物
資
の
ほ
か
、
平
成
24
年
３
月
１
日
現
在
で

６
名
の
職
員
を
派
遣
し
、
被
災
地
の
復
興
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
派
遣
職
員
た
ち
（
韓
国
平
昌
郡
へ
派
遣
し
て
い
る
職
員
を
除
い
た
５
名

の
職
員
）
の
体
験
記
録
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
課

　矢
部

　広
一

　（
５
月
24
日
～
６
月
２
日
）

　

震
災
発
生
か
ら
2
ヶ
月
半
後

に
宮
城
県
石
巻
市
に
行
き
ま
し

た
が
、
家
屋
崩
壊
、
地
盤
沈

下
、
水
産
物
の
腐
敗
臭
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ス
映
像
と
は
全
く
違
う

リ
ア
ル
な
光
景
に
心
が
痛
む
と

と
も
に
、
微
力
で
も
何
か
し
な

け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
の
支
援
活
動
は
、

避
難
所
住
ま
い
の
方
々
の
お
世

話
が
主
な
も
の
で
し
た
が
、
窮

屈
な
避
難
所
で
生
活
さ
れ
る
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば

と
い
う
思
い
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

10
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で

し
た
が
、
日
本
各
地
か
ら
集
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
被
災

地
復
興
支
援
に
関
わ
れ
た
貴
重

な
経
験
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な

く
、
被
災
地
の
復
興
を
見
守
り

な
が
ら
今
後
も
自
分
が
で
き
る

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 被

災
地
派
遣
職
員
体
験
記
録

被
災
地
派
遣
職
員
体
験
記
録

　

若
桜
町
で
は
、
地
形
な
ど
の

関
係
で
電
波
が
届
き
に
く
か
っ

た
若
桜
町
公
民
館
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
に
お
願
い
し
て
、
室
内

ア
ン
テ
ナ
を
１
階
に
２
ヶ
所
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が

目
印
で
す

　

電
池
の
種
類
を
示
す
英
文
字

で
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
は
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
表
示

　

法
律
施
行
以
前
に
製
造
さ
れ

た
製
品
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
が
つ
い
て
い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。
表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
表
示
や
位

置
は
異
な
り
ま
す
。

ニ
カ
ド
電
池

　

ニ
ッ
ケ
ル
カ

ド
ミ
ウ
ム
蓄
電

池
や
密
閉
形

N
i-Cd

と
表
示

さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池

　

ニ
ッ
ケ
ル
水

素
蓄
電
池
や
充

電
式
ニ
ッ
ケ
ル

水
素
蓄
電
池
と

表
示
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

　

Li-

イ
オ
ン
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
と
表
示
さ
れ

る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

平
成
22
年
５
月
、
東
京
都
港

区
に
お
い
て
、
ご
み
収
集
の
際

に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
塵じ

ん

芥か
い

車
の
回
転
板
に
よ
っ
て
破

損
、
出
火
し
、
荷
物
内
の
ご
み

の
火
災
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

　

充
電
可
能
な
電
池
は
、
乾
電

池
で
は
な
く
「
小
形
充
電
式
電

池
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
電
池
は

ご
み
と
し
て
棄
て
な
い
で
、
最

寄
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
に

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
機
器
と

共
に
回
収
す
る
仕
組
み
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
最
寄
り
の
リ
サ
イ
ク
ル

協
力
店

　

コ
メ
リ
八
東
店

小
形
充
電
式
電
池
が
使
用

さ
れ
て
い
る
主
な
も
の

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
携

帯
電
話
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な

ど
電
気
製
品
を
廃
棄
す
る
前
に
、

充
電
式
電
池
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か
確
認
を
！

　

平
成
23
年
度
鳥
取
県
情
報

通
信
格
差
是
正
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
、
広
留
野
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
鉄

塔
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

電
波
が
届
か
な
か
っ
た
広
留

野
農
場
や
大お

お

鹿が

滝だ
き

近
く
の
不

感
地
域
で
も
通
話
や
メ
ー
ル

が
可
能
と
な
り
、
緊
急
時
な

携
帯
電
話
鉄
塔
（
若
桜
広
留
局
）
を
整
備
し
ま
し
た

ど
の
連
絡
、
ま
た
観
光
客
の
利

便
性
向
上
な
ど
暮
ら
し
に
役
立

つ
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま
す
。

公
民
館
に
携
帯
電
話
活
用

室
内
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
し
た

２
階
に
２
ヶ
所
の
計
４
ヶ
所
設

置
し
、
２
月
３
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
Ｗワ

ｉイ

－

Ｆフ
ァ

ｉイ

と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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若桜中学校スキー部
初の総合優勝に輝く！
　第３７回鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技の部）が、わか

さ氷ノ山スキー場で行われました。�

　若桜中学校スキー部は、男子の部では２年ぶり４度目の優勝、

学校対抗成績では、男女総合の部で初の総合優勝を成し遂げまし

た。この成績により中国大会に５名が、全国大会に４名が出場し

ました。�

　なお、成績は次のとおりです。（敬称略）�

1月21日 土 ～ 3月18日日 〉〉〉

　今シーズンのわかさ氷ノ山スキー場では、１月２１日から３

月１８日までの毎週土曜日と日曜日に、ユートピア樹氷３階で

キッズルームを開設し、スキー場の利用促進と育児の両立でき

る環境整備を検討する事業を実施しています。�

　キッズルームには、小さいお子様向けの絵本やおもちゃなど

を置いています。地元大学生が一緒になってお手伝いしており、

県内外の小さいお子様をお連れの方には大好評となっていま

す。利用時間は、午前９時３０分から１１時３０分と午後１時

から３時の間です。スキーの合間にぜひご利用ください。�

キッズルームで楽しむ親子連れ

（ユートピア樹氷３階）

大好評！！“キッズルーム”
～わかさ氷ノ山スキー場～

1月11日・ 12日水  木 〉〉〉

総合優勝に輝いた若桜中学校スキー部

（左から大竹豪さん、大石風真さん、岩村稔大さん、

瀬戸鉄平さん、森岡空さん）

アルペン競技

ジャイアントスラローム

１　位　森岡　空（中国大会・全国大会出場）

２　位　瀬戸鉄平（中国大会・全国大会出場）

�

スラローム

１　位　瀬戸鉄平 (中国大会・全国大会出場）

２　位　森岡　空 (中国大会・全国大会出場）

クロスカントリー競技

５km・フリー

１　位　岩村稔大 (中国大会・全国大会出場）

５　位　大石風真 (中国大会・全国大会出場）

11� 位　大竹　豪 (中国大会出場）　　　　　　　

�

５km・クラシカル

１　位　岩村稔大 (中国大会・全国大会出場）

７　位　大石風真 (中国大会出場）

９　位　大竹　豪 (中国大会出場）　　　　　　　

平成23年度 八頭郡体育会表彰
　平成23年度八頭郡体育会表彰式が２月12日（日）、郡家公民館で行われました。県大会や全国大会に
おいて優秀な成績を収められた個人26名・団体10チーム・監督などの表彰がありました。若桜町からは
優秀監督賞２名、スポーツ賞（個人）３名、スポーツ賞（団体）１チームが受賞されました。
　なお、受賞者は下記のとおりです。（敬称略）

優秀監督賞

氏　名 所　属 受　賞　事　由

岩見　　聡
若桜スポーツ少年団

軟式野球部

　若桜スポーツ少年団・軟式野球部の発展に尽力し、軟式野球の育成に力

を入れ、優秀な選手を輩出している。

　平成17年度から監督に就任し、７年間監督として指導にあたり、数々の

優秀な成績を修めた。

盛田　裕之
若桜スポーツ少年団

少女バレー部

　若桜スポーツ少年団・少女バレー部の指導者として、バレーの普及・発

展に尽力した。また、技術指導だけではなく、生活指導にも視点を置き、

青少年の健全育成を推進し、多くの選手の育成に努めた。

スポーツ賞　（個人）

氏　名 所　属 受　賞　事　由

岩村　稔大 若桜中学校
鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技の部）　クロスカントリー競技　

５ｋｍフリー　第１位　５ｋｍクラシカル　第１位

瀬戸　鉄平 若桜中学校
鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技の部）

アルペン競技（スラローム）第１位

森岡　　空 若桜中学校
鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技の部）

アルペン競技（ジャイアントスラローム）第１位

スポーツ賞　（団体）

氏　名 所　属 受　賞　事　由

若桜中学校スキー部

岩村　稔大　　大石　風真

大竹　　豪　　瀬戸　鉄平

森岡　　空

若桜中学校
鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技の部）

男女総合得点第１位

新春囲碁大会
～坂本三段優勝～

成績（敬称略）

優　勝　坂本　等（三段）６勝１敗

準優勝　熊田義久（五段）５勝１敗１不戦

第３位　谷口秀昭（四段）５勝２敗

1月29日日 〉〉〉

　若桜囲碁を楽しむ会（会長�山根幸吉）は、恒例の新春囲碁大会を若桜町公民館で開催し

ました。�

　連日の降雪で外は大雪でしたが、常連のメンバーが集合し、「あっ！しまった」、「そんな

手があったか」、「こう打っていたらわしの勝ちだった」などいつもの和気あいあいとした大会

でした。どの対局も大熱戦？楽しい１日でした。�

　若桜囲碁を楽しむ会は、昭和５４年に発足し、当時は３０名近い会員があり、平成の合

併までは八頭郡町村対抗囲碁親睦大会にも参加し好成績を挙げていました。近年は１０数

名の会員で正月の新春大会、盆の中元大会を行っています。�
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☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９
IP９（８２）２２１４

　

毎
年
、
４
月
２
日
は
国
連
の

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
４
月
２

日
か
ら
８
日
ま
で
は
日
本
の
定

め
た
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

で
す
。

　

彼
ら
は
「
心
を
閉
ざ
し
て
い

る
」
わ
け
で
は
な
く
、
先
天
的

な
脳
の
障
が
い
に
よ
り
、
日
常

生
活
や
学
校
、
職
場
で
あ
た
り

ま
え
に
必
要
と
さ
れ
る
行
動
や

学
習
を
習
得
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
た
ち
で
す
。

　

つ
ま
り
、
周
囲
の
理
解
が
あ

れ
ば
、
社
会
を
担
う
一
員
と
し

て
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
存
在
な
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
こ
の
障
が
い
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
彼
ら
が

も
っ
と
知
っ
て
く
だ
さ
い
！

自
閉
症
・
発
達
障
が
い

第51回氷ノ山スキー大会が、１月28日（土）わかさ氷ノ山スキー場樹氷スノーピアゲレンデで行われま
した。県内外から125名が参加し、熱いレースが繰り広げられました。開会式では、岩村稔大さん（若桜中
学校）が「応援してくださる皆さんの声援に応えるように最後までがんばります。」と選手を代表して選手
宣誓を行いました。
各部門の優勝者と町内の選手の成績は次のとおりです。

第51回氷ノ山スキー大会

アルペン男子

▼小学生・低学年（１～３年生）

所 属氏 名順位

鳥取市 フロンティアスキークラブ芦澤 海李1

▼小学生・高学年（４～６年生）

所 属氏 名順位

八頭町 フロンティアスキークラブ尾崎 凌玖1

若桜町 フロンティアスキークラブ山根 大輝5

若桜町 フロンティアスキークラブ森岡 岳10

若桜町 若桜小学校君野 光輝15

▼中学生

所 属氏 名順位

若桜町 フロンティアスキークラブ瀬戸 鉄平1

若桜町 若桜中学校伊井野孔樹2

▼成年１部

所 属氏 名順位

智頭町 智頭スキークラブ山本 一範1

▼成年２部

所 属氏 名順位

鳥取市 若桜氷ノ山クラブ岡本 康宏1

▼成年３部

所 属氏 名順位

兵庫県山根 安彦1

▼マスターズ１部

所 属氏 名順位

兵庫県 姫路レーシングチーム石坂 憲二1

▼マスターズ２部

所 属氏 名順位

兵庫県 姫路レーシングチーム石坂 克己1

クロスカントリー男子（クラシカル）

▼小学生（2.5㎞）

所 属氏 名順位

兵庫県 小代小学校小林 友星1

▼中学生（５㎞）

所 属氏 名順位

兵庫県 小代中学校小林 和光1

若桜町 若桜中学校岩村 稔大2

若桜町 若桜中学校大石 風真9

若桜町 若桜中学校大竹 豪11

▼高校・一般（５㎞）

所 属氏 名順位

八頭町 フロンティアスキークラブ宮脇 宏和1

アルペン女子

▼小学生・低学年（１～３年生）

所 属氏 名順位

兵庫県 波賀町体育協会スキー部大田 美音1

▼小学生・高学年（４～６年生）

所 属氏 名順位

岡山県 湯原小学校緒形 沙耶1

▼中学生

所 属氏 名順位

米子市 山荘スキークラブ新田 季麗1

▼高校・一般

所 属氏 名順位

鳥取市 鳥取大学競技スキー部清水 沙耶1

スノーボード男子

▼中学生・高校・一般

所 属氏 名順位

京都府 村田製作所スキー部森 章1

クロスカントリー女子（クラシカル）

▼小学生（2.5㎞）

所 属氏 名順位

兵庫県 小代小学校小林 笑果1

▼中学生（2.5㎞）

所 属氏 名順位

八頭町 八東中学校小林 里奈1

　

若
桜
町
公
民
館
で
男
性
の
た

め
の
料
理
講
習
会
が
開
か
れ
、

13
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

材
料
の
切
り
方
や
調
味
料
の

量
り
方
な
ど
、
食
生
活
改
善
推

進
員
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、

手
軽
に
で
き
る
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
料
理
４
品
を
作
り
ま

し
た
。

　

最
初
は
と
ま
ど
っ
て
お
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
が
、で
き
あ
が
っ

た
こ
ろ
に
は
、
自
分
で
料
理
を

し
た
と
い
う
達
成
感
を
感
じ
、

と
て
も
満
足
さ
れ
て
い
る
様
子

男
性
だ
け
の

料
理
講
習
会

　

栄
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
松
浦
先

生
を
お
招
き
し
、「
糖
尿
病
を
予

防
す
る
た
め
に
」
と
題
し
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る

人
、
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定

で
き
な
い
人
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
糖
尿
病
に
か
か
る
医
療

費
も
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
医
療
費

を
少
な
く
す
る
に
は
ひ
ど
く
な

ら
な
い
う
ち
に
早
め
に
受
診
す

る
こ
と
。
ま
た
、
糖
尿
病
に
な

る
と
脳
血
管
障
害
だ
け
で
は

な
く
心
筋
梗
塞
も
お
こ
し
や
す

糖
尿
病
予
防
教
室

く
な
る
と
の
こ
と
。
糖
尿
病
を

予
防
す
る
に
は
ま
ず
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
型
肥
満
）
を
予
防
す
る
こ

と
が
一
番
だ
と
強
く
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
と
の

え
る
こ
と

＊
野
菜
は
た
っ
ぷ
り
と
ろ
う

　
（
一
日
３
５
０ｇ
）

＊
食
物
繊
維
の
多
い
食
材
を
先

に
食
べ
よ
う

＊
一
日
３
食
、
決
ま
っ
た
時
間
に

よ
く
噛
ん
で
食
べ
よ
う

＊
早
食
い
・
な
が
ら
食
い
・
ま

と
め
食
い
は
避
け
よ
う

＊
甘
い
も
の
や

脂
っ
ぽ
い
も
の

は
食
べ
す
ぎ
な

い
＊
薄
味
に
し
よ
う

（
調
味
料
は
か
け

ず
に
つ
け
る
）

＊
茶
碗
は
小
ぶ
り

の
も
の
に
す
る

＊
寝
る
前
の
２
時

間
は
食
べ
な
い

よ
う
に
す
る

②
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と

＊
続
け
る
た
め
に
は
楽
し
む
こ

と
・
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
・

目
標
を
立
て
る
こ
と

③
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

試
食
で
は
、「『
ゆ
で
豚
と
ト

マ
ト
の
和
え
物
中
華
風
』
は
夏

に
食
べ
て
も
い
い
し
、
野
菜
の

種
類
を
代
え
て
も
い
い
」、「
野

菜
不
足
に
な
ら
ん
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
」
と
、
自
分
自
身
の

食
事
を
ふ
り
か
え
る
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常
で
作

れ
る
献
立
が
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
、「
男
性
の
た
め

の
料
理
講
習
会
」
は
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
社
会
で
い
き
い
き
と
生
活

し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
in
鳥
取

２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
と

　
　き
】

４
月
１
日(

日)

10
時
～
14
時

【
と

こ

ろ
】

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館　

１
階

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
・
第
１
会

議
室

【
入

場

料
】
無
料

【
申
し
込
み
】
不
要

【
内

　
　容
】

①
作
品
展
・
啓
発
パ
ネ
ル
の

展
示

②
わ
く
わ
く
バ
ザ
ー
ル
（
商

品
販
売
）

③
「
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

鳥
取
」
紹
介
コ
ー
ナ
ー

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
上
映

「
ア
イ
ム
ヒ
ア
～
僕
は
こ
こ

に
い
る
～
出
演 

杉
浦
太
陽
」

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鳥
取
県
自
閉
症
協
会
事
務
局

☎
０
８
５
７(

30)

２
７
７
６ 

０
８
５
７(

30)

２
７
８
５

asj-tottori@
trad.ocn.

ne.jp
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町
長

　
小
林  

昌
司
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今
回
は
旅
行
に
際
し
て
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
パ
ッ
ク
旅
行
の
ト
ラ
ブ
ル

と
し
て
は
、
実
際
の
旅
行
内
容

が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
や
旅

行
契
約
の
内
容
と
異
な
っ
て
い

た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
今
回
は
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
件
で
は
、
旅
行
契

約
の
書
類
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

記
載
な
ど
か
ら
、
ホ
テ
ル
に
宿

泊
す
る
こ
と
が
契
約
内
容
で
あ

る
と
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
旅

行
会
社
に
対
し
て
債
務
不
履
行

責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
旅
行
会
社
に
は
旅

行
内
容
の
変
更
権
が
認
め
ら
れ

て
い
る
関
係
で
、
旅
行
会
社
か

ら
変
更
権
を
行
使
で
き
る
場
面

で
あ
る
と
の
反
論
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
本
件
の
よ
う
に
ホ
テ

ル
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ

キ
ン
グ
の
場
合
、「
旅
行
業
者

の
関
与
し
得
な
い
事
由
」（
募

集
型
旅
行
業
約
款
13
条
）
に
該

当
し
変
更
権
行
使
が
認
め
ら
れ

る
べ
き
と
の
反
論
が
あ
り
え
ま

す
が
、
旅
行
業
者
が
オ
ー
バ
ー

ブ
ッ
キ
ン
グ
の
可
能
性
を
勘
案

し
て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
る
こ
と
を
強
調
す
れ
ば
、
変

更
権
行
使
は
認
め
ら
れ
な
い
も

の
と
い
え
ま
す
。

　

な
お
、
変
更
権
行
使
が
認
め

ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本

件
で
は
ホ
テ
ル
か
ら
自
炊
が
必

要
な
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
へ
変
更

さ
れ
て
い
る
た
め
、
宿
泊
機
関

の
変
更
（
募
集
型
旅
行
業
約
款

16
条
）
に
該
当
す
る
と
い
え
、

旅
行
者
は
旅
行
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
し
て

旅
行
者
が
解
除
権
を
行
使
す
る

か
判
断
す
る
前
提
と
し
て
、
旅

行
会
社
は
旅
行
者
に
旅
行
の
変

【相談窓口】
　若桜町役場 町民福祉課
　☎（82）２２３３・２２３２
　ＩＰ 9（82）２２３２
　鳥取県東部消費生活相談室
　☎０８５７（26）７６０５・７６０４
　〔いずれも平日　８時30分～ 17時〕
【３月の法律相談】
●と　き＝３月14日（水）13時30分～ 16時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎（82）０２５４

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

更
内
容
を
事
前
に
説
明
す
べ
き

説
明
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

本
件
で
は
、
旅
行
会
社
は
、
自

炊
を
要
す
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

へ
の
変
更
を
事
前
に
旅
行
者
に

説
明
し
て
い
な
い
た
め
、
旅
行

者
は
旅
行
会
社
に
対
し
説
明
義

務
違
反
を
理
由
に
損
害
賠
償
請

求
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
変

更
権
行
使
が
認
め
ら
れ
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
本
件
の
よ
う
な

旅
行
内
容
の
変
更
は
宿
泊
機
関

の
変
更
に
該
当
す
る
の
で
、
旅

行
者
は
変
更
補
償
金
を
請
求
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
（
募
集
型

旅
行
業
約
款
29
条
）。

　

具
体
的
な
相
談
は
役
場
窓
口

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

暖
か
い
南
の
島
へ
旅
行
に
出

か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
は
海
外
旅
行
に
慣
れ

て
い
な
い
た
め
、
旅
行
会
社
の

パ
ッ
ク
旅
行
を
申
し
込
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。
旅
行
会
社
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
い
ず
れ
も

グ
レ
ー
ド
の
高
い
ホ
テ
ル
が
宿

泊
対
象
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
に

行
っ
て
み
る
と
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ

キ
ン
グ
で
あ
る
と
の
理
由
で
ホ

テ
ル
側
か
ら
宿
泊
予
約
が
解
除

さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
予
定
の
ホ

テ
ル
に
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。
旅

行
会
社
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、

他
の
ホ
テ
ル
は
す
べ
て
満
室
で

あ
り
、
旅
行
会
社
が
代
わ
り
に

用
意
し
た
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
で

宿
泊
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
や
む
な
く
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
で
宿
泊
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
が
、
旅
行
先
は
離
島
で
あ

る
上
に
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
に
は

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
な
く
自
炊

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
旅
行
を

楽
し
む
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
離

島
で
大
変
不
自
由
な
思
い
を
し

ま
し
た
。

　

旅
行
会
社
に
対
し
損
害
賠
償

請
求
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ

う
か
？

平ぴ
ょ
ん

昌ち
ゃ
ん

郡ぐ
ん

の
雪
花
祭
り
に

職
員
を
派
遣

　

若
桜
町
と
国
際
交
流
し
て
い

る
韓
国
平
昌
郡
で
は
冬
の
祭
り

と
し
て
「
雪
花
祭
り
」
と
い
う

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
鳥

取
県
か
ら
藤
井
副
知
事
を
代
表

に
11
名
が
、
１
月
15
日
か
ら
３

日
間
、
平
昌
郡
の
雪
花
祭
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
若
桜
町
か
ら

は
、
総
務
課
の
矢
部
参
事
、
産

業
観
光
課
の
田
村
参
事
が
同
行

し
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
平
昌
郡
と
の
交

流
に
つ
い
て
は
、
平
井
知
事
が

平
昌
郡
の
雪
花
祭
り
を
視
察
し

た
際
に
、
ス
キ
ー
場
も
あ
り
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で

の
状
況
を
放
映
し
て
は
ど
う
か

と
話
を
聞
き
ま
し
た
。
早
速
、

２
月
11
日
～
12
日
の
第
17
回
西

日
本
雪
合
戦
大
会
を
ビ
デ
オ
収

録
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
、
毎
年
行
っ

て
お
り
ま
す
「
因
州
若
桜
鬼
っ

こ
ま
つ
り
」
で
は
、
平
昌
郡
の

ブ
ー
ス
を
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
、
平
昌
郡
は
、

２
０
１
８
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
決
定
で
歓
迎
ム
ー
ド
一

色
で
す
！

森
林
・
林
業
・
木
材
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
林
業
を
通
じ
て
地

域
を
守
る
」
を
発
表

　
「
森
林
・
林
業
・
木
材
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
、
鳥
取
県
農
林
総
合

研
究
所
林
業
試
験
場
の
主
催
に

よ
り
、
２
月
18
日(

土)

と
り

ぎ
ん
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
京
都
府
立

大
学
の
特
別
講
師
小
林
正
秀
さ

ん
が「
止
ま
ら
な
い
森
林
被
害
・

そ
の
原
因
と
対
策
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
、
そ
の
後
、「
林
業

を
通
じ
て
地
域
を
守
る
」を
テ
ー

マ
に
、
若
桜
町
、
智
頭
町
、
大

あ
り
、
ぜ
ひ
若
桜
町
と
交
流
し

て
は
と
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

こ
こ
平
昌
郡
は
、
昨
年
７
月
に

２
０
１
８
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
地
に
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
昨
年

の
５
月
に
は
、
ぜ
ひ
２
０
１
８

年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
平

昌
郡
で
開
催
し
て
ほ
し
い
と
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
）
に
要
望
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

帰
国
し
た
２
人
の
職
員
か

ら
、
来
年
か
ら
は
、
こ
の
祭
り

に
若
桜
町
の
ブ
ー
ス
を
出
し

て
、
若
桜
町
の
名
産
品
を
販
売

し
た
り
、
西
日
本
雪
合
戦
大
会

山
町
の
町
長
が
、
パ
ネ
ラ
ー
と

し
て
登
壇
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
、
地
元
の
木
材
を

地
元
で
活
用
す
る
「
若
桜
素
材

生
産
共
同
体
」
の
立
ち
上
げ
や

八
頭
中
央
森
林
組
合
の
誘
致
、

国
有
林
と
の
連
携
を
強
化
す
る

「
民
国
連
携
」
な
ど
の
林
業
施

策
を
通
し
て
、
林
業
・
木
材
産

業
を
地
域
の
基
幹
産
業
と
し
て

再
生
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
状
況
や
、
近
年
、
鹿
に

よ
る
人
工
林
へ
の
食
害
が
拡
大

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
狩
猟
へ
の
助
成
な
ど

獣
害
対
策
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
状
況
を
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
は
、
若
桜
町
の

素
材
生
産
量
が
１
，
５
０
０
㎥
ま

で
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
若
桜

林
業
再
生
の
取
り
組
み
の
成
果

に
よ
り
、
約
８
，
０
０
０
㎥
ま
で

素
材
生
産
量
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、重
要
課
題
と
し
て
、

若
桜
の
林
業
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

平昌郡の「雪花祭り」

高
齢
者
の
化
粧
療
法
と

そ
の
効
果

　

全
国
の
１
０
０
の
市
町
村
長

で
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
「
福
祉

自
治
体
ユ
ニ
ッ
ト
首
長
会
議
」

は
、
定
例
的
に
厚
生
労
働
省
と

福
祉
の
勉
強
会
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
12
月
の
研
修
会
で
「
高

齢
者
の
化
粧
療
法
と
そ
の
効

果
」
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
化
粧
を
続
け
る

と
、
日
常
生
活
を
す
る
上
で
必

要
な
基
本
的
動
作
の
継
続
に
つ

な
が
り
、
３
ヶ
月
続
け
る
と
握

力
が
強
く
な
り
、
手
す
り
な
ど

を
自
分
で
つ
か
め
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
日
常
生
活
動
作
の
自

立
度
が
高
ま
る
そ
う
で
す
。
施

設
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
く
、
ト
イ
レ
の
介
助
も
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が

増
え
て
お
り
ま
す
。

　

化
粧
で
美
し
く
な
る
と
内
面

が
充
実
し
、
気
持
ち
が
前
向
き

に
な
っ
た
り
、
身
体
能
力
の
維

持
向
上
に
も
役
立
ち
生
き
る
喜

び
に
も
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
高
齢
者
の
化
粧

療
法
が
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
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と ん ど 焼 き
　門松を作った有志の方が、１月15日（日）「子
どもたちにふる里の思い出を！」との願いをこ
め、１年間の無病息災を祈る伝統行事「とんど
焼き」を行いました。子どもたちは、竹竿につ
るした餅をたき火であぶりぜんざいを作り、お
いしそうに食べていました。

減塩味噌づくり
　昨年、おいしいと大変好評をいただいたので、
今年も塩分少なめの減塩味噌づくりを行いました。
　作った味噌は夏が過ぎたら食べごろなので、
これから半年間の熟成を経て、どんな味噌に成
長するのか楽しみです。

健康料理教室・鍋料理
　冬の食べ物の定番と言えば鍋料理です。
　みんなで鍋を囲み、たくさんの野菜やお肉を
食べ、体の中から温まりました。

健康体操
　体力の維持、向上を図る簡単な健康体操を行
いました。声を出したり、笑ったりすることは
認知症予防や閉じこもり予防につながります。

地域交流事業（１月 30 日）

　

平
成
21
年
度
に
施
行
さ
れ
た
改

正
農
地
法
に
よ
り
、
標
準
小
作
料

制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
今
ま
で
農
業
委

員
会
が
目
安
と
し
て
示
し
て
き
た

農
地
の
賃
借
料
『
標
準
農
地
リ
ー

ス
料
（
小
作
料
）』
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
改
正
農
地
法

第
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
実
際

の
農
地
の
貸
借
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
農
地
の
賃

借
料
を
決
定
す
る
際
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
農
地
の
賃

貸
借
及
び
使
用
貸
借(

賃
借
料
が

無
料)

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

２月10日に
農業委員会を開催しました。

審議事項

・農地法第５条� １件
・利用権設定� ８件

☎
お問い合わせ先
農業委員会事務局
（８２）２２３９
産業観光課

ＩＰ９（８２）２２３８

今月の言葉　もういいかい　まあだだよ　心の教育いつまでも

平成24年３月15
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町じゅうに広げよう！
「あいさつ＋ＯＮＥ運動」
若桜町では、「あいさつ＋ＯＮＥ運動」に取り組んでいます。

今年度のアンケート結果の一部を紹介します。

保
護
者
の
声
か
ら

・
子
ど
も
ど
う
し
で
の
あ
い
さ

つ
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
で

す
。

・「
あ
い
さ
つ
＋
も
う
一
言
」、

子
ど
も
た
ち
や
近
所
の
方
と

声
か
け
を
し
、
交
流
の
き
っ

か
け
作
り
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
の
声
か
ら

・
一
度
話
し
か
け
た
子
ど
も
に

は
、
次
か
ら
話
か
け
や
す
い

で
す
。

・
自
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
ど

も
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で

す
。

・
普
段
は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

(

あ
い
さ
つ
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
運
動)

を
忘
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
覚
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

あ
い
さ
つ
で
き
な
い
子
ど

も
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
よ

う
で
す
し
、
進
ん
で
で
き
る

子
ど
も
が
増
え
て
き
た
よ
う

で
す
。

　

明
る
い
元
気
の
い
い
あ
い

さ
つ
や
気
軽
な
声
か
け
を
、

も
っ
と
も
っ
と
町
じ
ゅ
う
に

広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
♪

問．若桜町の子どもたちは、
　　地域の方にあいさつをしますか？

進んであいさつを
する子どもが多い

ときどきあいさつを
する子どもが多い

大人があいさつを
すると返す子ども
が多い

あいさつのできな
い子どもが多い

わからない

22 年度 22％ 49％ 23％ ３％ ３％

23 年度 34％ 30％ 33％ ０％ ３％

（後援団体・地域用アンケート調査結果より）

農
地
の
賃
借
料
情
報
の

提
供
に
つ
い
て

【地目：田】　　　　　　　　　　　　　　　　(10a 当り )
賃　　貸　　借 使用貸借

平均額 最高額 最低額 件数 件　数
6,979 円 18,000 円 2,000 円 14 件 20 件

【地目：畑】　　　　　　　　　　　　　　　　(10a 当り )
賃　　貸　　借 使用貸借

平均額 最高額 最低額 件数 件　数
5,000 円 5,000 円 5,000 円 ３件 ３件

「とんど焼き」１年間健康でありますように

「健康料理教室」冬には鍋が１番！

「健康体操」みんなで楽しく健康に

「減塩味噌」味噌の成長が楽しみです
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郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　柳

　（さ
く
ら
吟
社
）

朝
に
な
る
今
日
も
ゆ
っ
く
り
私
流　
　
　

　

植
田
み
の
る

晩
学
の
趣
味
に
タ
ク
ト
を
ふ
る
私　
　
　

　

門
村　

千
代

こ
の
坂
を
登
れ
ば
亡
父
に
会
え
そ
う
だ　

　

蔵
本　

悦
子

過
去
は
み
な
御
破
算
に
し
て
辰
の
年　
　

　

中
田　

房
江

今
年
ま
た
増
税
語
る
総
理
ど
の　
　
　
　

　

茗
荷　

き
み

会
い
難
き
人
へ
賀
状
を
し
た
た
め
る　
　

　

盛
田　

夢
路

私
な
り
に
何
を
残
そ
う
子
や
孫
に　
　
　

　

石
岡
せ
つ
子

世
界
中
で
た
だ
一
人
だ
け
こ
の
私　
　
　

　

西
谷　

幸
子

登
り
き
り
後
は
年
金
頼
り
で
す　
　
　
　

　

谷
口　

史
子

大
粒
の
涙
と
き
に
は
武
器
と
な
り　
　
　

　

永
原　

昌
鼓

拉
致
の
人
ひ
と
目
逢
い
た
い
逢
わ
せ
た
い

　

藤
原
美
智
恵

若
桜
宿
き
れ
い
に
雪
の
花
が
咲
く　
　
　

　

川
上　
　

巧

記
念
樹
は
廃
校
知
ら
ず
伸
び
続
け　
　
　

　

山
本　

欣
和

褒
め
ら
れ
て
尻
こ
そ
ば
ゆ
い
句
会
場　
　

　

盛
田　

康
秋

無
人
駅
降
り
て
案
山
子
に
迎
え
ら
れ　
　

　

中
島　

寿
道

登
り
よ
り
下
り
が
楽
と
限
ら
な
い　
　
　

　

竹
口　

清
信

大
屋
根
に
の
ぼ
る
天
下
が
取
れ
そ
う
で　

　

藤
原　

鬼
桜

神
さ
ん
や
仏
さ
ん
で
も
酒
を
飲
む　
　
　

　

岡
崎　

彰
夫

俳

　句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

七
種
の
そ
ろ
は
ぬ
粥
に
温
ま
る

 

西
尾　

青
雨

亡
夫
の
座
は
長
子
の
座
な
り
屠
蘇
を
酌
む

 

谷
口　

裕
子

新
年
や
三
た
び
の
祝
詞
に
か
し
こ
ま
る

 

中
村　

節
枝

お
正
月
笑
顔
の
囲
む
お
せ
ち
か
な

 

山
根　

里
江

生
活
を
俳
句
に
托
し
老
の
春

 

坂
口　

仲
子

俳

　句　
（
鶴
尾
句
会
）

憂
き
こ
と
は
胸
に
た
た
ん
で
冬
籠

 

山
本　

小
品

寒
満
月
照
ら
す
ひ
と
り
の
生
活
の
灯

 

谷
口　

裕
子

餅
ま
ろ
め
ピ
ン
ク
に
ほ
て
る
幼
の
手

 

盛
田　

紘
子

キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
ゲ
レ
ン
デ
弾
む
声

 

竹
本　

光
子

新
年
会
誘
い
し
友
の
声
は
ず
む

 

茗
荷　

恵
子

折
鶴
で
飾
る
箸
置
新
年
会

 

田
島　

富
子

　

久
し
ぶ
り
の
好
天
に
恵
ま
れ

た
こ
の
日
、今
年
度
最
後
の「
ナ

テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動

で
雪
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
19
人
が
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
雪
像
を
作

り
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
雪

像
は
、
初
め
に
決
め
た
も
の
と

は
違
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
た

お
か
げ
で
大
き
く
、
立
派
な
作

品
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
青
少
年
育
成
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
方
た
ち
に
作
っ
て

い
た
だ
い
た
雪
の
滑
り
台
で

は
、ス
リ
ル
の
あ
る
コ
ー
ス
で
、

　

寿
大
学
で
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
「
み
ん
な
で
歌
お
う
」

で
す
が
、
今
年
度
か
ら
、
今
ま

で
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
き
た

西
山
和
子
先
生
に
代
わ
り
、
君

野
和
枝
先
生
に
指
導
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
声
練
習
を
し
た
後
、「
老

人
大
学
の
歌
」（
作
詞　

村
江

正
民
、
作
曲　

西
山
忠
実
）
を

寿
大
学
で
歌
い
つ
な
ご
う
と
、

み
ん
な
で
歌
お
う

～
第
10
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学
～

１
月
19
日
（
木
）

楽
し
か
っ
た
雪
遊
び

～
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
～

２
月
５
日
（
日
）

　
「
鳥
取
大
学
落
語
研
究
会
」

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
若
桜
こ

と
ぶ
き
寄
席
」
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ま
ず
「
湖
山
亭
赤
丸
」、「
湖

山
亭
寅
吉
」、「
風
紋
亭
心
愛
」

の
３
人
が
高
座
に
あ
が
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
演
目
の
落
語
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「

陶
芸
サ
ー
ク
ル
」

　

陶
芸
サ
ー
ク
ル
で
は
、
昨
年
、
公
民

館
講
座
の
体
験
会
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
女
性
の
方
、
男
性
の
方
、
思
わ
ぬ

人
数
の
方
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、
会

員
も
増
え
ま
し
た
。
皆
で
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
土
を

手
で
こ
ね
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
も
の
を

つ
く
れ
ば
、
曲
が
っ
て
い
て
も
味
が
で

て
た
の
し
い
で
す
よ
。

　

毎
週
火
曜
日
に
陶
芸
工
房
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
様
も
気
軽
に
仲
間
に

入
っ
て
お
も
し
ろ
い
作
品
を
楽
し
み
な

が
ら
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　若桜町公民館では、来年
度もサークル会員の募集を
行います。
　募集チラシを広報わかさ
４月号に折り込みますので、
生涯学習として、趣味の１
つとしてサークルに入って
活動してみましょう。
　新しいサークルの立ち上
げも大歓迎です。「こんな
サークルが作りたい」という
要望があれば公民館までご
連絡ください。
若桜町公民館
☎ (82)1584

サ
ー
ク
ル
紹
介

若
桜
こ
と
ぶ
き
寄
席

～
第
11
回
若
桜

氷
ノ
山
寿
大
学
～

　
　２

月
16
日
（
木
）

み
ん
な
で
し
っ
か
り
練
習
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
た
き
火
」、「
雪
」、

「
か
あ
さ
ん
の
歌
」、「
し
あ
わ

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」や「
温

泉
旅
行
気
分
に
な
れ
る
歌
」、

「
か
ら
だ
を
動
か
し
な
が
ら
歌

え
る
歌
」
な
ど
全
部
で
11
曲
を

歌
い
ま
し
た
。

　

途
中
に
、
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
「
も
こ
も
こ
」
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト

紙
芝
居
で
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」

と
い
う
お
話
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
お

腹
の
そ
こ
か
ら
大
き
な
声
を
出

し
て
歌
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

西
山
和
子
先
生
に
は
、
寿
大

学
で
長
年
指
導
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
大
は
し
ゃ
ぎ
で
滑
っ

て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
グ
ル
ー
プ
対
抗
で

「
的
当
て
大
会
」
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の

声
援
を
受
け
、
一
人
ず
つ
的
を

め
が
け
て
雪
玉
を
投
げ
、
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

　

今
年
度
も
、
青
少
年
育
成
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で

き
、
楽
し
い
「
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ　

な
ん
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
隊
」で
し
た
。ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

落
語
の
あ
と
は
「
大
喜
利
」

で
、
５
人
の
部
員
が
、
参
加
者

か
ら
「
若
桜
町
公
民
館
」、「
彼

岸
」
な
ど
の
お
題
を
受
け
て
あ

い
う
え
お
作
文
や
な
ぞ
か
け
な

ど
で
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。

　

若
者
ら
し
い
元
気
な
高
座
に

参
加
者
は
少
し
圧
倒
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
拍
手
を
送
っ
た
り

大
き
な
声
で
笑
っ
た
り
、「
鳥

取
大
学
落
語
研
究
会
」
の
皆
さ

ん
の
若
い
パ
ワ
ー
で
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
来
て
い
た
だ
い
た
部
員

は
、
み
ん
な
県
外
出
身
者
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
明
る
く
、

礼
儀
正
し
く
さ
わ
や
か
で
、
温

か
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。

陶芸サークルの作品

毎年恒例「みんなで歌おう」

雪の滑り台で遊ぶ子どもたち

鳥取大学落語研究会による大喜利
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２
０
１
２
・
３
月
号

Ｎ
Ｏ
・
87

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時
～

時

10

30

18

30

12

20

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

３
日
・
日（
土
）

17時

分
～

時

分

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

３
日
・
日（
土
）

17時

分
～

時

分

11

40

12

30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

３
日
・
日（
土
）

17時

分
～

時

分

10

40

11

30

８
日
・
日（
木
）

22時

分
～

時

分

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

３
日
・
日（
土
）

17時

分
～

時

分

11

40

12

30

８
日
・
日（
木
）

22時

分
～

時

分

17

40

18

30

３
月
の
予
定

新 着 図 書 2012．1．31まで

菊間 千乃・私（わたし）が弁護士になるまで≪ 文 学 ≫

中野 剛志・TPP亡国論角田 光代・曾根崎心中

出倉 吾朗・おうちで本格鍋料理五木 寛之・親鸞 激動編（上・下）

高島 彩・聞く笑う、ツナグ。秦 建日子・ダーティ・ママ、ハリウッドへ行く！

北原 保雄・問題な日本語 その４桜庭 一樹・傷痕

田代 洋一・地域農業の担い手群像瀬戸内 寂聴・奇縁まんだら 終り

菊池 ひと美・江戸衣装図鑑津本 陽・加藤清正虎の夢見し

≪ ヤングアダルト ≫柳 広司・怪談

小手鞠 るい・心の森堂場 瞬一・ヒート

ジョン グリシャム・少年弁護士セオの事件簿（１・２）篠田 節子・銀婚式

中谷 彰宏・受験生すぐにできる50のこと海堂 尊・極北ラプソディ

≪ 児 童 書 ≫今野 敏・防波堤

角野 栄子・アッチとボンとドララちゃん綾辻 行人・奇面館の殺人

ルーネル ヨンソン・ビッケと弓矢の贈りもの西村 京太郎・帰らざる街、小樽よ

中島 和子・まじょねこピピほんとうのごしゅじんさま！？高橋 義夫・刺客百鬼

横沢 彰・もえろっ！卓球部江川 剛・人生に七味あり

富安 陽子・ぼくはオバケ医者の助手！笹本 稜平・所轄魂

≪ 絵 本 ≫梓 林太郎・富士五湖氷穴の殺人

太田 威・トチの木の1年内田 康夫・死者の木霊

ウェンディ イートン・しんせつなかかし岩井 三四二・あるじは秀吉

バーバラ マクリントック・たったひとつのねがいごと≪ そ の 他 ≫

長野 ヒデ子・おしょうがつさんどんどこどん佐藤 優・野蛮人の図書室

あまん きみこ・トントントンをまちましょう日垣 隆・つながる読書術

≪ 郷 土 ≫田辺 聖子（ほか）・いつもそばに本が

漫画ゴラク「食漫」編集部・コミックとり漫ちきりん・自分のアタマで考えよう

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

３
月
は
去
る
と
言
わ
れ
る

く
ら
い
忙
し
い
月
で
す

人
生
の
分
岐
点
と
し
て
重
要
な
事
柄
が

多
い
月
で
す
の
で
、
何
か
と
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
し
ま
う
事
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
ん
な
時
、
プ
ー
ル
で
歩
い

た
り
泳
い
だ
り
し
て
心
に

少
し
余
裕
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
？

あ
っ
た
か
い
所
で
無
心
に

な
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

水
中
運
動
の
お
す
す
め

・
心
臓
の
は
た
ら
き
が
活
発
に
な
り
、
運

動
効
果
が
高
ま
る

・
体
の
緊
張
が
開
放
さ
れ
、
た
ま
っ
て
い

た
ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
る

・
筋
肉
の
衰
え
を
防
止
し
、
体
力
が
強
化

さ
れ
る

・
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
り
、

更
年
期
障
害
が
改
善
さ
れ
る

・
骨
の
老
化
予
防
に
よ
り
骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
す
る

な
ど
い
っ
ぱ
い
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
館
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

1
　場所：情報館プレイルーム
お気軽においください。

本の巡回便


